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東谷望史氏（右）は、1973年に馬路村農業協同組合へ入り、2006年から16年間組合長を務
められ、このたび、3月25日に任期を満了し退任されました。
「ごっくん馬路村」やポン酢しょうゆ「ゆずの村」などを開発、ゆずを馬路村の一大産業

に育て上げ、村の発展に寄与されました。
後任には、北岡雄一氏（左）が理事会で承認され、組合長に就任しました。
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村
で
は
、昨
年
１０
月
か
ら
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別

を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
、資
源

ご
み
排
出
へ
の
意
識
調
査
と
し

て
ご
み
収
集
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。村
民

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、

多
く
の
回
答
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、一
般

ご
み
に
つい
て
収
集
日
週
３
日
の

う
ち
１
日
も
し
く
は
２
日
出
す

方
が
７
割
で
あ
る
こ
と
、プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
収
集
日
に
つ
い
て
は
、

半
数
以
上
の
方
が
増
や
す
こ
と

を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
参
考
に
総
合
的
に

判
断
し
、村
で
は
４
月
よ
り
一

般
ご
み
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
収
集
回
数
の
変
更
を
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

村
民
の
皆
さ
ま
に
は
収
集
曜

日
の
変
更
に
伴
い
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、ご
理
解
、ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ごみ収集日が変更になります

今回は「家電リサイクル」対象物の処分方
法についてご紹介します。
家電リサイクル対象物についてはメーカー

に回収を依頼してください。それ以外の場合
は、指定取引場所へ自分で運搬していただく
か、村に運搬を依頼（別途運搬手数料が掛
かります）していただく必要があります。

一般ごみ ：毎週 月・金曜日
容器包装プラスチック：毎週 水曜日

となります。

令和4年4月1日（金）からの変更点
ごみ

家電リサイクル対象物の処分の仕方

1

エアコン・室外機

テレビ
（ブラウン管・液晶・プラズマ） 洗濯・乾燥機

冷蔵・冷凍庫
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国保税は、所得にかかる「所得割額」、固定資産税等の資産にかかる「資産割額」、被保険者ごとに
かかる「被保険者均等割額」、世帯にかかる「世帯別平等割額」の４つで構成され、課税の方式はそ
れら全てを採用する「4 方式」、資産割を除く「3 方式」、資産割と平等割を除く「2 方式」があり、
市町村の実情に応じてどれか１つの方式を選択することができます。村はこれまで４方式を採用して
きましたが、今後の県内保険料水準の統一化にあたって、県は資産割を採用しない方針であるため村
でも資産割を廃止し、それに伴う均等割について調整を行うこととしました。また、国の政令改正に
伴い、賦課限度額について以下のとおり改正します。

国民健康保険だより

令和4年度の税率（年額）

資産割を廃止することで税収は減少するため、その減収分は所得割や均等割、平等割を上げること
で賄わなければなりません。しかし、資産がない世帯・少ない世帯や所得が一定ある世帯にとっては、
1度に全ての税率を改正すると影響が大きいため、令和 4年度～令和６年度の 3年間で段階的に改正
を行う方針を定めました。資産割課税世帯にとっては、令和４年度以降は資産割分の税金が安くなり
ますが、令和５年度～令和６年度は全世帯で段階的に税率が上がっていく仕組みとなっています。

今後の税率改正の方針について

前号に引き続き、国民健康保険（国保）についてお知らせします。
前号でお知らせしたとおり、県内保険料水準の統一に向け、村でも令和 4年度から国保税の

改定を行っていくこととしました。資産割廃止を中心とした改正を行います。

現 行（～Ｒ３年度 ) 改正後（Ｒ４年度～) 差
基礎賦課
所得割率 ６.２％ 今年度改正なし 差額なし
資産割率 ４５％ ０％ ４５％引き下げ（廃止）
均等割額 ２３,０００円 ２４,０００円 １,０００円引き上げ
平等割額 ２６,０００円 今年度改正なし 差額なし
賦課限度額 ６３０,０００円 ６５０,０００円 ２０,０００円引き上げ
後期支援金
所得割率 １.２％ 今年度改正なし 差額なし
資産割率 ８％ ０％ ８％引き下げ（廃止）
均等割額 ６,０００円 今年度改正なし 差額なし
平等割額 ７,０００円 今年度改正なし 差額なし
賦課限度額 １９０,０００円 ２００,０００円 １０,０００円引き上げ
介護納付金
所得割率 １.６％ 今年度改正なし 差額なし
均等割額 ８,４００円 ９,０００円 ６００円引き上げ
賦課限度額 １７０,０００円 今年度改正なし 差額なし
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令和４年度
一般会計当初予算２２億３２００万円

本年度の当初予算は2,232,000千円で、
前年度1,990,000千円との比較では242,000
千円（12.2%）の増額となっています。

【歳 入】
歳入の状況は、依存財源が1,242,726千

円（構成比55.7%）、自主財源は989,274千円
（構成比44.3%）となっています。前年度比で
は、依存財源で116,247千円、自主財源で
125,753千円の増額となっています。
地方交付税と臨時財政対策債を合わせ

た地方交付税の総額は、国の地方財政計
画に基づき前年よりも増額する見込みで、普
通交付税730,000千円、特別交付税70,000
千円を計上しました。基金からの繰入金は、
歳出の財源に歳入一般財源を充当しても不
足するため、前年に比べ72,679千円（18.0
％）増の476,591千円としており、財政調整基
金で46,384千円、減債基金で80,000千円を
繰り入れしています。
今後の財政運営においては、国・県の補

助金・交付金等の特定財源を確保し、交付
税措置のある有利な起債やふるさと応援基
金等の特定目的基金の活用を図りながら、
健全で持続可能な財政基盤を堅持すること
に努めます。

【歳 出】
性質別にみると、経常的経費は2,063,533

千円で、前年度に比べ241,371千円（13.3
％）の増額となっています。また、投資的経費
についても168,467千円で、前年度に比べて
629千円（0.4％）の増額となっています。
目的別では、増額した主な費目は総務費、
衛生費、農林水産業費、商工費、土木費等
であり、減額した主な費目は民生費及び教
育費となっています。増額の主な要因は、マ
イナポータルに関連したシステム改修や強靭
化対策のための機器更新、安芸広域メルト
センター改良事業、自伐型林業事業、民有
林林道事業等によるものです。
財源が限られた厳しい財政状況ですが、

事業の見直し・再構築を行いつつ、効果的
に事業を執行していきます。

前
年
当
初
比

％
増

戸
籍
や
選
挙
、
税
務
、
消
防
・
防
災

対
策
、
財
務
等
自
治
体
と
し
て
の
基
礎

的
な
事
務
を
着
実
に
つ
か
さ
ど
り
つ
つ
、

職
員
の
資
質
向
上
と
適
正
で
効
率
的
な

行
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

〇
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
用
い
て
、
子
育
て
・
介
護

等
の
行
政
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
自

治
体
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

〇
防
災
事
業
の
推
進

耐
震
診
断
・
耐
震
設
計
の
無
料
化
、
耐

震
改
修
工
事
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
安
全
確
保
へ
の
補
助
金
に
よ
り
、
各

家
庭
の
耐
震
化
を
強
く
推
進
し
、
家
屋
の

倒
壊
に
よ
る
被
害
軽
減
を
図
り
ま
す
。

健
康
福
祉
課

第
３
期
馬
路
村
地
域
福
祉
計
画
の
基

本
理
念
「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
健

や
か
な
暮
ら
し
を
生
涯
支
え
る
村
づ
く

り
」実
現
の
た
め
の
基
本
目
標
の
具
体
的

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》

総
務
課

12.16

新型コロナウイルス感染症が社会経済活動から日常生活に至るまで非常に大きな影響を与えており、村では村民の命と生活
を守るため、感染症防止対策やワクチン接種体制、子育て世帯などへの支援、地域経済の活性化等、さまざまな課題に全力で
取り組んでいます。
そうした中、令和４年度当初予算は、ウィズコロナ、ポストコロナ時代を見据えながら、「第２期馬路村まち・ひと・しごと総合戦
略」の４つの基本目標を柱に、地方創生の取り組みをより一層推進するとともに、今年３月に策定した馬路村振興計画に掲げる
村の将来像「ひと笑い、やま潤い、むら賑わう」の実現に向けて、必要な施策を着実に進めるための予算配分を行いました。

な
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。村
民
が
当

事
者
意
識
を
も
っ
て
、
多
様
な
人
と
人
、

人
と
資
源
が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
つ

な
が
り
、
複
雑
化
、
多
様
化
し
て
い
る
福

祉
課
題
に
対
応
し
、
地
域
を
共
に
つ
く
っ

て
い
く
共
生
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

〇
健
康
寿
命
の
延
伸

各
種
健
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め
、

糖
尿
病
性
腎
症
対
策
、
循
環
器
病
対
策

な
ど
の
保
健
指
導
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
意
識
醸

成
と
行
動
変
容
の
促
進
を
図
る
た
め
、

保
健
事
業
と
介
護
予
防
事
業
の
一
体
的

取
り
組
み
を
進
め
、
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
実
践
者
の
増
加
や
、
フ
レ
イ
ル
予
防

の
普
及
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。

〇
子
育
て
環
境
の
整
備

第
２
期
馬
路
村
子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
安
心
し
て
妊
娠
・

出
産
が
で
き
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成

長
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
総
合

的
な
支
援
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
負
担
の
軽

総 額
2,232,000千円

地方交付税
800,000
（35.84％） 県支出金ほか

113,601
（5.09％）

村債
191,000
（8.56％）

扶助費
18,161
（0.81％）

公債費
277,989
（12.46％）

人件費
415,204
（18.60％）

繰出金
83,448
（3.74％）

物件費
546,318
（24,48％）

その他
722,413
（32.36％）災害復旧

事業費

164.967
（7.39％）

136,110
（6.10％）

諸収入・その他

138,125
（6.19％）

3,500
（0.16％）

853,164
（38.22％）

普通建設
事業費

村税

国庫支出金

歳入

依存財源
1,242,726
（55,68％）

自主財源
989,274

（44.32％）

歳出

投資的経費
168.467
（7.55％）

経常的経費
2,063,533
（92.45％）
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減
、
相
談
、
情
報
提
供
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

〇
道
路
の
基
盤
整
備

道
路
は
産
業
や
生
活
の
基
盤

で
あ
り
、
本
村
で
は
地
理
的
条
件

か
ら
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
道
路

被
害
が
発
生
し
や
す
い
こ
と
か

ら
、
村
内
で
生
活
を
す
る
た
め
に

は
道
路
の
適
切
な
整
備
が
不
可

欠
で
す
。そ
の
た
め
、
村
道
の
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
交
通
の

要
と
な
る
村
道
の
橋
梁
及
び
構

造
物
の
補
修
を
国
の
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
て
、

引
き
続
き
施
工
し
ま
す
。本
年
度

は
、
平
野
線
の
法
面
構
造
物
補
修

工
事
や
宮
ノ
谷
橋
と
螢
篭
橋
の

修
繕
測
量
設
計
委
託
を
行
い
ま

す
。ま
た
、
村
道
に
あ
る
ト
ン
ネ

ル
の
点
検
や
長
寿
命
化
計
画
策

定
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

林
道
も
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
朝
日
出
線
と
城
山
栃
谷
線

の
橋
梁
補
修
工
事
や
朝
日
出
線

舗
装
工
事
、
河
平
宿
の
谷
線
橋
梁

測
量
設
計
委
託
を
国
の
補
助
事

業
を
活
用
し
て
、実
施
し
ま
す
。

農
道
や
農
作
業
道
の
維
持
修

繕
、
村
単
小
規
模
事
業
に
よ
る
基

盤
整
備
も
引
き
続
き
実
施
し
、
農

家
の
作
業
効
率
化
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

地
域
振
興
課

〇
移
住
促
進
事
業

馬
路
村
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ

る
方
に
、
有
用
な
情
報
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
移
住
フ
ェ
ア
等
へ
積

極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
を
活
用
し

令和４年度村民一人当たりの一般会計予算額
２，９９５，９７３円／人
（２２億３２００万円／２年度国勢調査人口 ７４５人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
事
業
費

土
木
費

総
務
費

民
生
・
衛
生
費

そ
の
他
の
経
費

令 和３年 度 末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健康診断、
ごみ処理など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

１７億円

2,281,879円

令 和３年 度 末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

２６億4千万円

3,543,624円

７３，４５１円

２０８，８４６円

４，６９８円

２６２，０５９円

２８８，７８９円

１９６，３９６円

５８１，６９７円

５６０，２４２円

８１９，７９５円

小中学校、教育委員会

た
情
報
発
信
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
空
き
家
の
改
修
及
び
空

き
家
の
活
用
に
向
け
た
活
動
に
対

し
て
補
助
を
行
う
こ
と
で
、
移

住
・
定
住
に
向
け
た
住
居
の
確
保

を
図
り
ま
す
。

〇
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

令
和
４
年
１
月
、
人
口
減
少

等
に
よ
る
村
内
事
業
所
の
人
手

不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
労
働

者
派
遣
事
業
を
行
う
協
同
組
合

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
村
と
し

て
も
、
人
材
の
確
保
に
加
え
、

組
合
活
動
を
通
じ
て
移
住
促
進

と
定
住
化
に
つ
な
が
る
よ
う
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

〇
農
業
振
興

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
柚
子
の

生
産
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、

柚
子
苗
の
新
植
、
運
搬
機
の
購
入

等
へ
の
補
助
を
継
続
し
、
農
家
所

得
の
向
上
、
収
穫
時
の
作
業
効
率

の
向
上
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

柚
子
加
工
品
販
売
事
業
の
売

り
上
げ
増
加
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
柚
子
農
家
や
村
民
の
所
得

向
上
、
雇
用
の
拡
大
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
商
品
の

開
発
・
製
造
を
支
援
す
る
こ
と

と
し
、
柚
子
種
子
油
等
の
成
分

を
利
用
し
た
機
能
性
食
品
等
の

研
究
開
発
へ
の
補
助
等
の
支
援

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
シ
カ
・
サ
ル
等
に
よ

る
柚
子
や
野
菜
、
椎
茸
等
の
農

作
物
・
特
用
林
産
物
へ
の
被
害

が
引
き
続
き
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
金
網
ネ
ッ
ト
等
に
よ

る
鳥
獣
被
害
対
策
を
強
化
し
、

猟
友
会
や
農
協
の
協
力
に
よ
る

駆
除
を
行
う
と
と
も
に
、
県
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

〇
林
業
振
興

森
林
の
適
切
な
経
営
管
理
を

進
め
る
た
め
「
森
林
経
営
管
理

制
度
」
に
基
づ
き
、
市
町
村
が

実
施
す
る
森
林
整
備
や
そ
の
促

進
の
た
め
の
財
源
と
し
て
森
林

環
境
譲
与
税
が
譲
与
さ
れ
て
い

ま
す
。

村
で
は
引
き
続
き
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
、
馬
路
村
森

林
組
合
と
連
携
し
た
森
林
経
営

意
向
調
査
の
実
施
や
、
林
業
で

働
き
や
す
い
環
境
整
備
を
図
る

担
い
手
確
保
対
策
事
業
、
倒
木

等
に
よ
る
村
道
や
電
線
な
ど
へ

の
被
害
を
防
ぐ
重
要
イ
ン
フ
ラ

施
設
周
辺
整
備
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
森
林
経
営
計

画
に
基
づ
き
施
業
集
約
化
と
効

率
的
な
路
網
整
備
を
促
進
し
、

山
林
所
有
者
の
所
得
向
上
に
つ

な
が
る
基
盤
整
備
等
等
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。
本
年
度
は
、

馬
路
ウ
ハ
ヒ
ラ
地
区
、
西
裏
・

垰
山
地
区
で
間
伐
等
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
民
有
林
整
備
に
お
い

て
は
、
担
い
手
不
足
の
解
消
及

び
新
た
な
林
業
振
興
策
と
し
て

期
待
さ
れ
る
自
伐
型
林
業
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
林
業
生
産
の

向
上
と
森
林
の
多
面
的
機
能
の

保
全
維
持
を
図
り
ま
す
。

〇
観
光
・
商
工
振
興

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
旅
行
ニ
ー

ズ
や
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
し
、
落
ち
込
ん
で
い
る

観
光
需
要
の
早
期
回
復
を
図
る

た
め
、
村
の
観
光
資
源
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
感
染
症
に
配

慮
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
・
支

援
等
に
よ
り
、
観
光
客
の
誘
致

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
東
部

観
光
協
議
会
や
中
芸
の
日
本
遺

産
協
議
会
と
の
連
携
強
化
に
よ

り
、
高
知
県
東
部
地
域
や
中
芸

地
域
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
観

光
振
興
及
び
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
昨
年
度

納
税
額
が
２
億
円
を
超
え
、
村

財
政
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
と

と
も
に
、
村
内
事
業
者
の
売
上

向
上
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
施

策
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
村
内
の
事
業
者
・
生
産
者
と

の
連
携
を
強
化
し
、
魅
力
あ
る

返
礼
品
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

寄
付
者
の
増
加
に
向
け
て
、
新

し
い
返
礼
品
の
開
発
、
馬
路
村

フ
ァ
ン
等
へ
の
情
報
発
信
な
ど

に
取
り
組
み
、
納
税
額
の
増
加

を
目
指
し
ま
す
。

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
や
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
充
実
し
た
村
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

「
馬
路
村
集
会
セ
ン
タ
ー
う
ま

な
び
」
を
、
村
民
が
集
い
、
学

び
、
活
動
で
き
る
場
所
と
し
て

充
実
さ
せ
、
社
会
や
人
生
を
よ

り
心
豊
か
な
も
の
に
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育
で
は
、
教
育
を
通

じ
て
培
わ
れ
た
力
を
人
生
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
生
か
し
、
行

動
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
小

規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に

生
か
し
、
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
情
報
通
信
手
段
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
を
積
極
的
に
活
用
し
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
学
習
を
進
め
る
と
と

も
に
、
村
内
で
の
体
験
学
習
活

動
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

建
設
課
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中
学
校
生
活
の
中
で
心
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
の
一
つ
は
修
学
旅
行

で
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
東
京
や
関
西
方

面
へ
の
旅
行
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
の
修
学
旅
行
で
は
高
知
の

良
さ
を
再
発
見
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

馬
路
中
学
校
の
み
ん
な
と
も
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
の
新
し
い
生
活
に
不

安
も
あ
り
ま
す
が
、
勉
強
や
部
活
を

一
生
懸
命
に
頑
張
り
、
充
実
し
た
高

校
生
活
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で

画面越しに（オンラインで）発表しました

おらが村の学校便りおらが村の学校便りおらが村の学校便り 767676

３月12日には馬路中学校で、続く13日には魚梁瀬
中学校で卒業式が行われ、希望を胸に３年生が
巣立ちました。今回の「おらが村の学校便り」では、
その卒業生に中学校での思い出や将来の夢を
語ってもらいました。

私
が
中
学
校
生
活
で
印
象
に
残
って
い
る

こ
と
は
、バ
ン
ド
を
結
成
し
て
先
生
方
や
友

達
と
い
ろ
い
ろ
な
曲
を
演
奏
し
た
こ
と
で
す
。

何
度
も
く
じ
け
そ
う
に
な
り
な
が
ら
練
習

を
た
く
さ
ん
重
ね
て
成
功
し
た
と
き
の
喜

び
は
、と
て
も
思
い
出
に
残
って
い
ま
す
。

高
校
に
入
学
し
た
ら
３
年
間
し
か
な
い

高
校
生
活
を
楽
し
む
の
は
も
ち
ろ
ん
、周
り

に
流
さ
れ
な
い
芯
の
強
い
人
に
な
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
で
す
。

２
月
25
日
、ユ
ズ
栽
培
が
盛
ん
な
地

域
に
あ
る
、高
知
県
の
馬
路
中
、北
川

中（
北
川
村
）、大
栃
中（
香
美
市
物
部

町
）、徳
島
県
の
木
頭
中（
那
賀
町
）の
４

校
の
１･

２
年
生
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
ユ
ズ

産
地
な
ら
で
は
の
活
動
を
発
表
し
合
っ

て
交
流
し
ま
し
た
。

生
徒
自
身
の
自
己
紹
介
か
ら
始
ま

り
、学
校
や
地
域
の
紹
介
、ユ
ズ
に
関
わ

る
活
動
や
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
な
ど

を
順
繰
り
に
発
表
し
、質
疑
応
答
し
ま

し
た
。

い お り
門田 伊桜里

かりん
湯浅 花梨

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
、ユ
ズ
と
の
向
き

合
い
方
が
学
べ
ま
し
た
。合
同
で
学
習

会
な
ど
し
て
、も
っ
と
ユ
ズ
の
こ
と
を
学

び
た
い
で
す
。

村を巣立った村を巣立った
中学生中学生

村を巣立った
中学生
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ひなた
大野 陽多

る な
大野 瑠菜

こはる
小松 心晴

しゅうせい
田中 柊 聖

たくま
山田 拓磨

中
学
校
の
３
年
間
を
振
り
返
る
と
、特
に

野
球
が
印
象
に
残
って
い
ま
す
。連
合
チ
ー
ム

だ
か
ら
こ
そ
互
い
を
思
い
や
り
、喜
び
を
分

か
ち
合
う
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
十
分
な
練
習
や
試
合
が
で
き
な

い
中
、改
め
て
身
の
周
り
の
人
々
に
支
え
ら
れ

成
り
立
って
い
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

高
校
に
進
学
後
は
、学
業
に
徹
し
た
い
と

思
い
ま
す
。仲
間
た
ち
と
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

に
向
か
い
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、夢
を
具
現

化
し
、充
実
し
た
日
々
を
送
れ
る
こ
と
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

私
が
中
学
校
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は

修
学
旅
行
で
す
。本
当
は
、先
輩
た
ち
と
東
京

に
行
く
予
定
で
し
た
が
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
せ
い
で
、
延
期
、
延
期
と
な
って
、
最
後
は
私

た
ち
３
年
生
だ
け
で
県
内
に
行
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。で
も
、
竜
串
・
見
残
し
海
岸
、
四

万
十
川
や
四
国
カ
ル
ス
ト
な
ど
に
行
っ
て
、
高

知
の
海
、
川
、
山
の
自
然
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

高
校
で
は
、
将
来
に
向
け
て
精
いっ
ぱ
い
努

力
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。自
分
の
得
意

な
部
分
に
も
っ
と
磨
き
を
か
け
、
苦
手
な
こ
と

に
も
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

私
の
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
修
学

旅
行
で
す
。コ
ロ
ナ
の
影
響
で
長
い
期

間
待
つ
こ
と
に
な
り
待
ち
わ
び
て
い

ま
し
た
。ホ
テ
ル
も
食
事
も
ぜ
い
た
く

で
、本
当
に
修
学
旅
行
か
と
思
う
く
ら

い
思
う
存
分
楽
し
め
ま
し
た
。魚
梁
瀬

の
２
人
や
先
生
と
、少
人
数
で
し
た
が

団
体
行
動
も
学
べ
て
、一
番
の
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。

高
校
で
は
、１
ク
ラ
ス
が
30
人
程
に

な
る
の
で
、
新
し
い
友
達
も
つ
く
り
、

部
活
に
勉
強
に
励
み
、母
の
よ
う
な
公

務
員
に
な
れ
る
よ
う
に
勉
強
を
し
た

い
で
す
。

中
学
校
生
活
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
修
学
旅
行
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
県
内
に
な
っ
て
し
ま
い
、
最
初

少
し
残
念
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
修

学
旅
行
自
体
が
で
き
て
い
な
い
学
校
も
あ
る

な
か
、
豪
華
な
修
学
旅
行
に
行
く
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

高
校
に
行
く
と
、
た
く
さ
ん
の
同
級
生
が

で
き
る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
こ
と
と
勉
強
す
る
こ
と
を
両
立
さ
せ
る
こ

と
を
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
生
活
で
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
県
内
に
な
って
し
ま
っ
た
け

ど
、３
泊
４
日
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
修
学
旅
行

で
す
。今
回
の
修
学
旅
行
で
初
め
て
黒
潮
本
陣

に
行
き
ま
し
た
。そ
こ
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
料
理

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、楽
し
か
っ
た
で
す
。

高
校
で
頑
張
り
た
い
こ
と
は
、部
活
で
す
。僕

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
入
り
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、僕
は
淡
々
と
走
っ
て
い
る
よ
う
な
ス

ポ
ー
ツ
よ
り
、体
全
体
を
使
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
が
好

き
だ
か
ら
で
す
。



広報うまじ324号 ̶̶̶ （̶8

結
果

木
下
英
年

小
松

博

岩
城
勝
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五
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中
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枦
山
民
夫

岡
田
元
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令和4年 第2回 定例会で議決された議案などの賛否一覧表 ○：賛成 ×：反対 欠：欠席 ―：議長

可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決

令和3年度馬路村一般会計補正予算（第9号）について
令和3年度馬路村国民健康保険特別会計補正予算（第2号）について
令和3年度馬路村診療所特別会計補正予算（第5号）について
令和3年度馬路村介護サービス特別会計補正予算（第2号）について
令和3年度馬路村小水力発電特別会計補正予算（第2号）について
馬路村コミュニティセンターの指定管理者の指定について
馬路森林鉄道の指定管理者の指定について
インクラインの指定管理者の指定について
馬路村個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について
馬路村議会議員及び馬路村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定について
職務に専念する義務の特例に関する条例の一部を改正する条例について
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正する条例について
馬路村議会の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
村長等に対する給料等の支給に関する条例の一部を改正する条例について
一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
馬路村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の一部を改正する条例について
馬路村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について
高知県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び高知県市町村総合事務組合規約の変更について
高知県市町村総合事務組合から津野山広域事務組合が脱退することに伴う財産処分について
高知県市町村総合事務組合から幡多中央環境施設組合が脱退することに伴う財産処分について
ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議について
令和4年度馬路村一般会計予算について
令和4年度馬路村国民健康保険特別会計予算について
令和4年度馬路村簡易水道特別会計予算について
令和4年度馬路村診療所特別会計予算について
令和4年度馬路村介護サービス特別会計予算について
令和4年度馬路村後期高齢者医療特別会計予算について
令和4年度馬路村小水力発電特別会計予算について

令和4年3月定例会は、3月8日から11日までの4日間の会期で開催された。
8日は、定例監査報告等の諸般の報告に続いて、令和3年度補正予算5議案

を審議、可決した後、24議案の提案説明が行われた。
9日は、議案精査のため休会。
10日は、3氏による一般質問の後、議案の審議、採決を行い、指定管理者

の指定、条例の制定及び一部改正、高知県市町村総合事務組合規約の変更
ほか、令和4年度予算を可決し、会期を1日繰り上げて閉会した。

3
月
定
例
会

編集・発行
馬路村議会

第1６8号

編集・発行
馬路村議会
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小
松
博

議
員

あ
ゆ
王
国
高
知
振
興
ビ
ジョン
に
つい
て

問
高
知
県
は
、ア
ユ
の
価
値
を

高
め
、ア
ユ
を
活
用
し
て
観
光
や

地
域
な
ど
の
振
興
に
生
か
し
て

い
く
た
め
に
、「
釣
り
」や「
資
源

回
復・保
全
」、「
体
験・教
育
」な

ど
7
つ
の
取
組
項
目
か
ら
な
る

「
あ
ゆ
王
国
高
知
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
」を
ま
と
め
、ア
ユ
漁
体
験
等

の
機
会
を
創
出
す
る
取
り
組

み
な
ど
の
施
策
を
、
令
和
4

年
度
に
予
算
化
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
市
町
村
や
漁

業
協
同
組
合
・
観
光
関
係
団

体
等
が
連
携
し
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
よ
う
だ
が
、

村
は
本
計
画
に
ど
の
よ
う
に

対
処
す
る
の
か
を
問
う
。

答
（
村
長
）

高
知
県
知
事
は
、令
和
3
年

2
月
3
日
に
有
志
の
か
た
が
た

か
ら
、ア
ユ
を
観
光
振
興
の
大

き
な
柱
に
位
置
付
け
る
た
め
の

施
策
の
実
施
と
ア
ユ
の
資
源
保

護
に
つい
て
の
提
言
を
受
け
た
。

こ
の
た
め
、高
知
県
で
は
、ア
ユ

を
有
効
に
活
用
し
、地
域・観
光

振
興
を
促
進
す
る
た
め
の
総
合

的
な
ビ
ジ
ョン
と
し
て「
あ
ゆ
王

国
高
知
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策

定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。高
知

大
学
准
教
授
や
高
知
県
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
等
の
か
た

が
た
を
委
員
と
し
た「
あ
ゆ
有

効
活
用
計
画
検
討
会
議
」が
4

回
開
催
さ
れ
、令
和
３
年
度
中

に
委
員
の
承
認
を
得
て
、決
定

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

本
ビ
ジ
ョン
は
、

⑴「
高
知
の
あ
ゆ
に
触
れ
ら
れ

る
機
会
づ
く
り
」

⑵「
高
知
の
あ
ゆ
で
外
貨
を
稼

ぐ
仕
組
み
づ
く
り
」

⑶「
高
知
の
川
遊
び
の
文
化
を

維
持
す
る
仕
組
み
づ
く
り
」

⑷「
高
知
の
あ
ゆ
を
持
続
的
に

活
用
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
」

と
い
う
4
つ
の
柱
か
ら
成
り
立

っ
て
お
り
、「
観
光
」や「
食
」な

ど
7
つ
の
取
り
組
み
項
目
に
対

し
て
、そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み
方

針
が
定
め
ら
れ
、事
業
者
や
地

域
住
民
、行
政
が
互
い
に
連
携・

協
働
し
つ
つ
、ビ
ジ
ョ
ン
を
推
進

し
て
い
く
も
の
と
な
って
い
る
。

本
村
で
は
こ
れ
ま
で
、ア
ユ
資

源
の
保
全
を
目
的
に
、安
田
川

へ
ア
ユ
の
放
流
の
ほ
か
、安
田
川

漁
業
協
同
組
合
の
取
り
組
み
へ

の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
対
し
て
は
電
源

開
発
株
式
会
社
か
ら
の
ご
協
力

も
得
て
、官
民
連
携
に
よ
り
実

施
し
て
い
る
。ま
た
、ア
ユ
の
活

用
に
つい
て
は
、馬
路
温
泉
に
お

け
る
料
理
の
提
供
や
、ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
いっ
た
ア
ユ

自
体
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、ア
ユ

漁
解
禁
の
時
季
に
は
、多
く
の

方
が
安
田
川
を
訪
れ
、観
光
と

し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。村

と
し
て
も
、こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、今

後
も
ア
ユ
資
源
を
生
か
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
、ア
ユ
の
生
育
環
境

一
般
質
問

に
は
、3
氏
が

立
ち
、次
の
と

お
り
質
問
を

行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

の
維
持・保
全
に
努
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、

S
D
Gｓ
と
の
関
係
性
を
言
及

し
、ア
ユ
資
源
を
含
む
森
林・河

川
の
豊
か
な
生
態
系
を
維
持

す
る
点
が
協
調
さ
れ
て
い
る
。

村
で
は
、
一
般
家
庭
へ
の
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
や
森
林

整
備
な
ど
の
取
り
組
み
を
継

続・強
化
し
て
い
く
こ
と
で
、ア

ユ
資
源
の
保
全
や
活
用
に
つ
な

が
る
よ
う
、村
民
の
皆
さ
ん
や

関
係
団
体
、高
知
県
や
近
隣
の

自
治
体
と
も
協
力
し
て
、本
ビ

ジ
ョン
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

山
中
隆

議
員

活
性
化
策
に
つい
て

問

全
般
的
に
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
理
由
に
活

性
化
施
策
か
ら
逃
げ
腰
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。他
市
町

村
で
は
、行
政
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
を
発
表
し
て
い
る
。

村
と
し
て
、ど
の
よ
う
な
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
村
長
）

村
内
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
者
を
最
小

限
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
状
況
に

あ
る
の
は
、村
民
の
皆
さ
ま
方

の
対
応
の
お
か
げ
で
あ
る
が
、

村
民
の
皆
さ
ま
も
主
な
福
祉

施
設
や
学
校
、保
育
所
等
を
守

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
と
思
う

の
で
、村
が
こ
の
よ
う
な
施
策

を
行
って
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

昨
年
12
月
に
は
馬
路
村
文

化
祭
と
馬
路
村
ふ
れ
あ
い
祭
り

が
開
催
さ
れ
た
が
、多
く
の
行

事
が
中
止
と
な
っ
て
、地
域
内

外
の
交
流
が
で
き
て
い
な
い
。し

か
し
、産
業
の
面
で
は
令
和
4

年
度
か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
利
用
開
始
や
自
伐
型
林
業

の
推
進
、ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
額
も
伸
び
て
お
り
、コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
で
き
る
施
策
は
実

施
し
て
い
る
。今
後
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
た
商
工
、観
光
業
者
へ

の
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

S
D
G
ｓ

持
続
可
能
な
開
発
目
標

の
略
称
。２
０
１
６
年
か
ら

１５
年
間
で
世
界
が
達
成
す
べ

き
ゴ
ー
ル
を
表
し
た
も
の
で
、

貧
困
を
根
絶
な
ど
の
１７
の

目
標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

一
般

質
問

委
員
会
の
活
動
報
告

議
会
運
営
委
員
会

■
3
月
４
日

令
和
4
年
第
2
回
定
例
会
の

日
程
に
つ
い
て

執
行
部
提
出
予
定
の
議
案

等
に
よ
り
、
会
期
を
3
月
8

日
か
ら
11
日
ま
で
の
4
日
間

と
し
、
9
日
は
議
案
精
査
の

た
め
、
休
会
と
し
た
。
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村
の
振
興
計
画
や
地
域
福
祉

計
画
に
基
づ
き
、活
性
化
に
つ

な
が
る
施
策
を
実
行
し
て
い
く
。

林
業
関
係
に
つい
て

問

村
内
業
者
が
村
内
の
素

材
生
産
事
業
を
受
注
で
き
ず

に
、村
外
業
者
が
行
っ
て
い
る
。

自
伐
型
林
業
も
研
究
さ
れ
て
い

る
が
村
民
に
は
浸
透
し
て
い
な

い
。今
後
、ど
の
よ
う
な
施
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
村
長
）

安
芸
森
林
管
理
署
が
発
注

す
る
国
有
林
の
素
材
生
産
事

業
に
お
い
て
、
村
外
業
者
が
落

札
し
て
施
業
す
る
例
が
近
年

し
ば
し
ば
起
き
て
い
る
。
こ
の

要
因
の
一
つ
は
、
村
内
業
者
が

事
業
経
費
の
安
い
村
外
業
者
に

競
り
負
け
て
い
る
た
め
で
あ
り
、

地
元
への
貢
献
が
あ
って
こ
そ
の

国
有
林
で
あ
る
の
で
、
入
札
方

式
に
関
し
て
提
言
も
し
て
い
る

が
、
全
国
一
律
な
の
で
変
更
が

難
し
い
。
さ
ら
に
、
現
在
の
馬

路
村
森
林
組
合
と
株
式
会
社

エ
コ
ア
ス
馬
路
村
で
は
、
作
業

員
の
確
保
と
い
う
大
き
な
課
題

が
あ
り
、
村
内
で
発
注
さ
れ

る
全
て
の
素
材
生
産
事
業
に
対

応
す
る
の
は
困
難
に
な
って
い
る
。

現
代
の
若
者
は
、
休
日
等
の
労

働
条
件
が
良
い
事
業
体
を
選
ぶ

の
で
、馬
路
村
森
林
組
合
の
請

負
班
で
従
事
す
る
作
業
員
の

確
保
の
た
め
に
、雇
用
条
件
な

ど
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、林
業
従
事
者
の
育
成

の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、自
伐

型
林
業
を
推
進
し
て
い
く
。

本
村
の
山
を
振
興
す
る
に
は
、

馬
路
村
森
林
組
合
が
請
負
班

や
株
式
会
社
エ
コ
ア
ス
馬
路
村

と
連
携
し
て
、架
線
集
材
な
ど

の「
大
き
な
林
業
」で
、国
有
林

の
請
負
や
大
規
模
な
民
有
林
の

整
備
を
行
い
、馬
路
村
森
林
組

合
の
協
力
を
得
た
自
伐
型
林

業
者
が「
小
さ
な
林
業
」で
民

有
林
の
整
備
を
行
う
と
い
う
組

み
合
わ
せ
が
良
い
と
考
え
て
い

る
。

岡
田
元
生

議
員

道
路
の
舗
装
整
備
に
つい
て

問

村
内
の
道
路
舗
装
が
、陥

没
や
割
れ
、水
道
工
事
後
の
一

部
補
修
等
に
よ
り
、至
る
と
こ

ろ
で
ひ
ど
く
悪
化
し
て
お
り
、

通
行
に
危
険
で
不
快
な
場
所

が
多
く
な
って
い
る
。

補
修
を
要
す
る
箇
所
を
調

査
し
て
補
修
す
る
と
と
も
に
、

広
い
範
囲
の
補
修
を
要
す
る
と

こ
ろ
や
通
行
の
多
い
道
路
か
ら
、

毎
年
計
画
的
に
一
定
の
距
離

を
補
修
す
る
よ
う
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。

答
（
村
長
）

村
道
の
舗
装
補
修
工
事
に
つ

い
て
は
、平
成
30
年
度
ま
で
は

国
の
社
会
資
本
総
合
整
備
事

業
を
活
用
し
、平
野
線
や
東
川

線
な
ど
を
施
工
し
て
い
た
。現

在
は
、村
の
単
独
予
算
で
舗
装

を
補
修
し
て
い
る
。仮
に
道
路

改
良
費
の
4
0
0
万
円
の
全

額
を
舗
装
に
充
当
し
た
と
し
て

も
、毎
年
度
1
2
0
メ
ー
ト
ル

程
度
の
施
工
に
な
り
、計
画
的

に
実
施
し
よ
う
と
し
て
も
総
延

長
を
施
工
す
る
に
は
、全
く
予

算
が
足
り
な
い
状
況
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、国
の
交
付
税

措
置
が
あ
る
公
共
施
設
等
適

正
管
理
推
進
事
業
債
が
新
設

さ
れ
た
の
で
、活
用
に
当
た
っ
て

必
須
の
個
別
施
設
計
画
を
策

定
し
、そ
の
後
計
画
的
に
舗
装

補
修
工
事
を
行
って
い
き
た
い
。

馬路村議会を見学馬路村議会を見学馬路村議会を見学馬路村議会を見学馬路村議会を見学馬路小学校６年生

みなさんが質疑をして
いる姿は、わたしたち
の代表委員会と似て
いるなと思いました。ま
た、たくさんの人が質
問したり答えたりする
のがかっこよかったで
す。＜久保 優菜＞

去る３月10日に、間近で見る議会の様子や内容を学習された６年生の感想を紹介します。

馬路村の問題をどこでどの
ように解決しているのかが気
になっていたので、議会を見
て分かりました。ありがとうご
ざいます。＜山﨑 桜太＞

議会の様子が厳粛で少し怖かった
けれど、貴重な体験になりました。あ
りがとうございました。＜乾 心優＞

ウクライナのことはテレビで見
て知っていたので分かりました。
馬路村からも平和を願っている
んですね。＜清岡 愛羅＞

議会室がきれいで、議員さ
んの席がふかふかでした。
わたしたちに分かりやすく
説明してくれてありがとうご
ざいました。＜大野 柚寿＞
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馬路村振興計画を策定しました
計画期間：令和４年度から令和１３年度

村
で
は
、平
成
２４
年
度
か
ら
令

和
３
年
度
を
期
間
と
す
る
馬
路

村
振
興
計
画
を
策
定
し
、「
将
来

に
残
す
べ
き
宝・う
ま
じ
む
ら
」を

将
来
像
と
し
て
各
種
施
策
を
講

じ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
か
ら
、ユ

ズ
加
工
品
販
売
の
増
加
等
に
よ
る

経
済
的
な
成
果
や
新
し
い
人
の
流

れ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。一
方
で
生

活
環
境
の
変
化
、人
口
減
少
、高

齢
化
、少
子
化
等
の
進
行
は
顕
著

に
み
ら
れ
ま
す
。加
え
て
、自
然

災
害
や
感
染
症
対
策
等
への
危
機

管
理
体
制
の
強
化
等
、世
界
的
な

情
勢
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。今
後
、私
た
ち
は
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
の
下
で
、地
域
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
、次
世
代
に
つ

な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。ま
た
、他
の
地
域
と
の
共
生
の

中
で
馬
路
村
を
維
持・存
続
し
、

村
民
が
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、

自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
考
え
を
も
と
に
、将
来
像

を「
ひ
と
笑
い
、や
ま
潤
い
、む
ら

賑
わ
う
、未
来
に
つ
な
ぐ
馬
路

村
」と
定
め
、そ
の
実
現
に
向
け

基
本
理
念
と
基
本
方
針
を
定
め

ま
し
た
。

計
画
書
は
村
政
に
お
け
る
あ

ら
ゆ
る
分
野
を
網
羅
し
て
い
る
た

め
、全
て
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
が
、役
場
や
地
区
会

館
、馬
路
村
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
示
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

馬
路
村
振
興
計
画
で
は
、

長
期
的
な
展
望
に
基
づ
い
て
、

村
づ
く
り
の
将
来
像
を
示
し

ま
す
。各
行
政
分
野
に
お
け
る

計
画
や
事
業
の
指
針
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
の
最
も
基
本

と
な
る
計
画
で
す
。

第３期馬路村地域福祉計画を策定しました
計画期間：令和４年度から令和８年度

村
民
の
皆
さ
ん
、馬
路
村
地
域
福
祉
計
画
を
ご
存

じ
で
す
か
？

こ
の
計
画
は
、村
民
一
人
一
人
が
こ
の
馬
路
村
で
安

心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に「
世
代
を
超
え
た
す
べ
て
の
村
民
」と「
関
係
団

体
や
機
関
」、「
行
政
」が
一
体
と
な
って
支
え
合
う
こ

と
を
基
本
に
、村
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
を
願
って
書
か

れ
た
馬
路
村
の
福
祉
に
関
す
る
計
画
で
す
。

よ
く「
福
祉
施
策
＝
高
齢
者・障
害
者
向
け
」と
捉

え
ら
れ
ま
す
が
、個
人
や
世
帯
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
よ
り
、小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰

も
が
支
援
を
必
要
と
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、す
べ
て
の
村
民
が
当
事
者
意
識
を
持

ち
、お
互
い
に
支
え
合
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、子
育
て
世
代
や

若
者
、移
住
者
、中
学
校
３
年
生
に
集
ま
っ
て
も
ら
い

「
こ
れ
か
ら
の
馬
路
村
に
必
要
な
こ
と
」を
話
し
合
う

座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。馬
路
村
の
未
来
を
支
え

る
若
い
世
代
に
も
、福
祉
の
こ
と
を
考
え
て
も
ら
う
非

常
に
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

計
画
書
自
体
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、言
葉
も
少
し

難
し
く
な
って
い
ま
す
の
で
、概
要
版
を
作
成
し
、こ
の

広
報
に
折
り
込

み
ま
し
た
。

ぜ
ひ
手
に
取
っ

て
い
た
だ
き
、福
祉

の
こ
と
を
身
近
に
、

そ
し
て
村
民
の
皆

さ
ん
一
人
一
人
が

当
事
者
で
あ
る

こ
と
を
少
し
で
も

感
じ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま

す
。

計画書をご覧になりたい方は、役場までお知らせください。

ひと笑い、やま潤い、むら賑わう、未来につなぐ馬路村

人が元気な村づくり 個性のある自立した
村づくり

山と共生する村づくり

多様性の尊重・独自性の発揮・変化への柔軟な対応

将来像

基本理念

基本方針

座談会の様子（魚梁瀬）
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令
和
４
年
２
月
５
日
、県
道
安
田
東
洋
線
明
神
口
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
神
口
ト
ン
ネ
ル
は
、安
田
町
小
川
地
区
か
ら
船
倉
地
区
ま

で
の
全
長
６
７
９
メ
ー
ト
ル
、道
幅
６・５
メ
ー
ト
ル
で
、こ
れ
ま
で

の
道
幅
が
狭
く
落
石
や
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
て
い
た
危
険
箇
所

を
回
避
し
た
ト
ン
ネ
ル
に
な
り
、村
民
の
生
活
道
と
し
て
の
安

心
安
全
な
道
路
や
農
林
業
に
お
け
る
産
業
振
興
、観
光
に
よ
る

交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
重
要
な
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
完
成

し
ま
し
た
。

県
道
安
田
東
洋
線

明
神
口
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

▶
開
通
式
の
様
子（
ト
ン
ネ
ル
内
部
）

▶
ト
ン
ネ
ル
起
点（
安
田
町
小
川
地
区
）

工事概要

・総工事費 約20億円
・2019年1月 トンネル本体工事着手
・2020年9月 貫通
・2021年2月 トンネル工事完成
・2021年3月 照明や舗装工事
・2022年2月5日 供用開始

馬
路
村
集
会
セ
ン
タ
ー
う
ま
な

び
は
、こ
の
た
び「
高
知
県
木
の
文

化
賞（
木
造
建
築
及
び
木
造
建
造

物
の
部
）」を
受
賞
し
ま
し
た
。

木
の
文
化
賞
は
、「
高
知
県
県

産
木
材
の
供
給
及
び
利
用
の
促

進
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、

木
の
文
化
県
構
想
の
推
進
、木
の

文
化
の
向
上
に
寄
与
し
た
建
築

物
や
団
体
な
ど
に
対
し
て
贈
ら
れ

る
賞
で
す
。

当
施
設
は
、地
元
産
木
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
、子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、誰
も
が
安
全
に
利

用
し
や
す
く
、気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
空
間
を
創
出
し
、利
用
者
に
合

わ
せ
た
目
線
の
高
さ
で
造
ら
れ
て

い
る
点
や
、い
ろ
い
ろ
な
用
途
で
使

え
る
空
間
づ
く
り
を
し
て
い
る
点

な
ど
優
し
さ
や
気
遣
い
に
あ
ふ
れ

た
施
設
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

馬
路
村
集
会
セ
ン
タ
ー
う
ま
な
び

第
19
回
高
知
県
木
の
文
化
賞
受
賞

※撮影のため一時的にマスクをはずしています。
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「鬼は外！」大きな声と豆まきで、
心の鬼退治 大・成・功★

寒くても元気いっぱいな子どもたち。園庭で氷や霜
を見つけて大喜びしていた冬も終わりに近づき、少し
ずつ春を感じられるようになってきました。コロナ禍で
園内外の活動が制限される中、保育所への温かいま
なざしやご理解、ご協力をありがとうございました。

今年度は保育所内で発
表会ごっこをしました。子
どもたちの日頃の遊びや
取り組みをお家の方へ披
露することはできませんで
したが、友達や先生に見て
もらい達成感や満足感を
たくさん味わいました。

２月３日は節分！紙芝居で、心の中にいる鬼が姿を現し、
豆まきをして追い払うというお話を見た子どもたち。自分の
心の中にいる
オニを考える
と、いじわる・
泣き虫・好き
嫌いなどが出
てきました。

馬路小学校の１日体験入学に参加しました。昨年
度一緒に遊んでいた１年生のお兄さん・お姉さんに、
学校のことをたくさん教えてもらった年長児の2人。
ワクワクもド
キドキもたく
さん感じた学
校体験になり
ました。ピカ
ピカの１年生
がんばってね！保育所のみんなで応援しています！

笹岡 千景さん（日浦）

パ
パ・マ
マ
と
い
っ
し
ょ

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

令和２年１２月３０日生
（保護者 笹岡英珠さん・愛依菜さん）

皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
！
笹
岡
千
景
で
す
！

僕
は
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
最
初
に
覚
え
た
言
葉
は
「
ま

ん
ま
」
で
し
た
。
ど
れ
だ
け
食
べ
て
も
果
物
や
お
芋
は
別
腹
、
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
お
腹
に
入
り
ま
す
！
そ
れ
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が

果
物
を
買
っ
て
き
て
く
れ
る
の
で
、
つ
い
食
べ
過
ぎ
ち
ゃ
い
ま

す
。家

で
は
い
た
ず
ら
ば
か
り
で
す
が
、
お
外
に
出
る
と
ち
ょ
っ
ぴ

り
弱
気
で
泣
き
虫
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
最
近
は
お
外
も
少
し

ず
つ
慣
れ
て
き
た
の
で
、
見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

ささおか ちかげ
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エバンコーナー
馬路村に来てからあっという間に半年がたち、ようやく

「慣れてきた」と言えるような気分になってきました。
先日、高知城の梅の花を見に行って素敵だと思いました。

次は桜を見るのを楽しみにしています。

地元のニューヨークの春は大雨のシーズンで、3月は泥の季節、4月は雨の季節だとよくいわれます。それに比べて、日本
は梅や桜の花が咲いて散ることが見られるので、春は日本の方がアメリカより華やかだと思います。
今回は、そんなアメリカの春の行事をいくつか紹介します。
まず、キリスト教の信者にとって春の一番大切な行事はイースターだ

と思います。イエズスの復活を祝う祭りですが、一般的な祝い方は子ど
もにチョコレートやあめをあげることです。年によって日は異なりますが、
大体3月下旬から4月下旬の間に行われます。
次に、ユダヤ教のパスオーバーについてです。これは、古代エジプト

で奴隷であったユダヤ人が、隷属から解放されエジプトを脱出したこと
を祝うもので、家族が集まり、マッツァーというパンみたいな食べ物など儀
式的なメニューの食事を食べます。
また、宗教と関係のない行事の一つとして、5月5日にシンコ・デ・マヨと
いうメキシコの祝日があります。これは、1862年にメキシコのプエブラ州と
いう所で、メキシコ軍が不利な状況からフランスの大軍に奇跡的な勝利
を収めたことを祝うためのものです。
他にも、多様性のあるアメリカならではの行事がたくさんありますので、
興味のある方は調べてみてください。

国際交流員：スカルディノ・エバン

▲私が通ったシカゴの大学のキャンパス

寒
い
季
節
が
過
ぎ
て
だ
い
ぶ
暖

か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は

去
年
よ
り
も
寒
か
っ
た
で
す
ね
。

雪
が
降
る
回
数
も
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
も
写
真
の

よ
う
に
真
っ
白
に
な
る
と
き
が
あ

り
ま
し
た
。
来
年
は
さ
ら
に
寒
く

な
る
の
で
し
ょ
う
か
…
。

私
事
で
す
が
、
令
和
４
年
３
月

31
日
を
も
ち
ま
し
て
馬
路
村
魚
梁

瀬
地
区
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒

業
し
ま
す
。
任
期
終
了
に
近
づ
く

度
に
言
っ
て
い
ま
す
が
、
本
当
に

時
が
た
つ
の
が
早
か
っ
た
で
す
。

こ
の
３
年
間
は
主
に
魚
梁
瀬
森
林

公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
関
わ

り
、
た
ま
に
イ
ベ
ン
ト
で
大
道
芸

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
は

や
り
病
の
影
響
も
あ
り
思
っ
た
よ

う
に
動
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に
助
け
て

も
ら
っ
た
お
か
げ
で
こ
の
３
年
間

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
馬
路
村
の
皆
さ
ん
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
は
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
や
な
せ

の
集
落
支
援
員
と
し
て
活
動
し
ま

す
。
今
後
も
馬
路
村
に
関
わ
る
こ

と
が
で
き
て
大
変
う
れ
し
い
で

す
。
今
後
は
キ
ャ
ン
プ
場
だ
け
で

は
な
く
、
森
林
鉄
道
や
地
区
の
イ

ベ
ン
ト
・
観
光
関
係
に
も
携
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
違
う
立
場
に
な

り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の

で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
馬
路
村

の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
こ
の
文
章

を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
皆
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ま
の

ご
多
幸
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り
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、
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め
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と
ら
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て
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た
だ
き
ま

す
。
よ
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、
ポ
ン
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員
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内
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地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊

▲雪が積もったキャンプ場の様子

▲私が通 たシカゴの大学のキャンパス
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中芸５町村の「日本遺産」構成文化財を学び、
５町村連携のガイドを養成する講座を開催しまし
た。当初は昨年９月スタートでしたが、新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響により１２月から始ま
り、令和３年度に予定していました５回の講座が
全て終了しました。
令和４年度も引き続きガイド養成講座を実施す

る予定ですので、ワークショップでスキルを磨
き、各自の個性を生かしたガイドにチャレンジし
てみませんか。

２月６日～２０日にオーテピア高知図書館で、２月１３日～２０日に高知城歴史博物館で「ゆ
ず林鉄expo２０２２」を開催しました。
オーテピア高知図書館では、写真展「百年後に残したい魚梁瀬森林鉄道１００枚の写真」を開

催したほか、魚梁瀬森林鉄道遺構５カ所の森林鉄道運行当時の様子を再現したジオラマを展示
し、中芸の日本遺産の魅力を紹介しました。
高知城歴史博物館では、「森林鉄道から日本一のゆずロードへ」「四国遍路」ほか全国５カ所

の日本遺産ストーリーを展示、映像などで紹介しました。
今回は新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により、当初の計画を縮小し、展示のみの開催

となりましたが、訪れた方々は森林鉄道が走っていた当時の写真を興味深そうに見ていました。
特にオーテピア高知図書館では多くの方々に来館いただくことができました。

【令和３年度日本遺産ガイド養成講座】【令和３年度日本遺産ガイド養成講座】

【ゆず林鉄 expo２０２２】【ゆず林鉄 expo２０２２】

～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol. 58・59～

問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
（安田町役場内） Tel：0887-30-1865
Mail：yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP ：http://yuzuroad.jp/「ゆずとりんてつ」で検索

日本遺産
第 3号認定
登録番号 51

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

講座の様子

会場の様子
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スポーツ安全保険スポーツ安全保険 文化活動も
加入出来ます

4名以上の団体・グループで
ご加入ください。

4名以上の団体・グループで
ご加入ください。

団体活動中の事故／往復中の事故
令和4年4月1日の午前0時から令和5年3月31日午後12時まで保 険 期 間

対象となる事故

検索スポーツ安全保険
保険の詳しい内容、資料の請求は、ホームページをご覧ください。
ご加入はインターネットからのお手続きが便利です。
スマートフォンからもお手続きできます。

088-820-1755 電話受付時間 午前8時30分～午後5時15分（土、日、祝日を除く。）
高知県支部

お知らせお知らせ

ＪＡ高知県安芸地区・ＪＡ共済連高知から
中芸消防本部に高度救急資機材を寄贈

１月２７日、中芸広域連合消防本部の令和３年度高規格救急自動車整備事業として、高知県
農業協同組合（安芸地区本部 川竹壽栄常務）、全国共済農業協同組合連合会高知県本部（ＪＡ
共済連高知 松岡 隆民本部長）から、中芸消防本部に自動体外式除細動器（ＡＥＤ）や自動式心
臓マッサージ器など最新型高度救急搬送用の資機材９点が寄贈され、受納式が行われました。

寄贈された資機材 受納式の様子

馬路村農業委員会から農地に関するお知らせ
農地に関する権利を変更したり、用途を変更するときには、農地法の許可が必要なことをご存じでしょうか。

【農地を売買（賃借）する場合】（農地法第３条） 許可権者は農業委員会となります。
農地を農地として売買（貸借）する場合には、許可が必要です。許可がないと、売主（貸主）と買主（借主）の間で

契約しても無効であり、所有権の移転はできません。
〇許可条件（主なもの）
・取得者が必要な農作業に従事し、その農地のすべてを耕作すると認められること
・取得後の経営面積が、１０アール以上であること

【農地を農地以外に転用する場合】（農地法第４条または第５条） 許可権者は高知県知事となります。
農地を住宅用地や駐車場、墓地等、農地以外の用途にする場合には、許可が必要です。
農地法第４条による許可は、農地の所有者が農地を転用する場合になります。
農地法第５条による許可は農地の所有者以外の者が農地を転用するために買ったり借りたりする場合になります。

【農地を相続した場合】
農地を相続した場合は、農業委員会への届け出が必要です。
実際に農業を行っていない方も届け出をお願いします。 建設課内農業委員会事務局（８）４４－２３３６

問い合わせ先
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馬 路
魚梁瀬
（外国人含む）

670人、
154人、

328世帯
89世帯

人 口
月中異動

月末現在
人口合計出生

増 加

転入 職権 計 死亡

減 少

転出 職権 計

馬路村特別村民 11,963人
（3月31日現在）

２
３
月
月

4月・5月 むらの行事予定4月・5月 むらの行事予定

入園式（馬路・魚梁瀬保育所）
有害物収集
乳児健診（奈半利町防災センター）

村内４校新任式・始業式・入学式
人権相談所(馬路村集会センターうまなび)10:00～15:00
行政相談所(馬路村集会センターうまなび)10:00～12:00
古紙回収(魚梁瀬)

リサイクル収集

新型コロナワクチン追加接種（馬路村集会センターうまなび）

古紙回収（馬路）
新型コロナワクチン追加接種（魚梁瀬多目的施設）
参観日（馬路小・中学校）

リサイクル収集

１歳６カ月児健診・３歳児健診（奈半利町防災センター）

春の遠足（馬路小学校）

参観日（魚梁瀬小・中学校） 昭和の日

有害物収集 憲法記念日

みどりの日

こどもの日

春の遠足（魚梁瀬小学校）

リサイクル収集
特定健診・健康診査受付開始（馬路診療所）～２月２８日まで
乳児健診(奈半利町防災センター)

古紙回収(魚梁瀬)

職域ソフトボール大会

リサイクル収集

1歳6カ月児健診、3歳児健診(奈半利町防災センター)
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村内あちらこちら

編
集
後
記

４日 お別れ遠足（馬路小学校）

１２日 馬路中学校卒業式（馬路体育館）

１３日 魚梁瀬小・中学校卒業式（魚梁瀬体育館）

１８日 お別れ遠足（魚梁瀬小学校）

２３日 馬路小学校卒業式（馬路体育館）

２４日 馬路保育所卒園式

庄屋祭・鬼門堂祭

２５日 魚梁瀬保育所卒園式

馬路村農業協同組合総会

３０日 馬路村森林組合総会（馬路村集会センターうまなび）

３日 節分豆まき（馬路保育所・魚梁瀬保育所）

４日 学習発表会（馬路小学校）

５日 明神口トンネル開通式（安田町）

寒
さ
が
和
ら
ぎ
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、花
粉
症
の
方
に
は
つ
ら
い
季

節
で
す
ね
。

最
近
は
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

対
す
る
軍
事
侵
攻
の
影
響
で
緊
迫
し
た
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。日
本
も
決
し
て
ひ
と

ご
と
で
は
な
い
状
況
な
の
で
、な
に
と
ぞ
平

穏
無
事
に
事
が
収
ま
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で

す
。す

で
に
、燃
料
や
食
品
等
へ
も
影
響
が

出
て
い
る
よ
う
で
、値
上
げ
の
恐
怖
に
財

布
が
震
え
て
い
ま
す
。

（
二
）

3月30日 馬路村森林組合総会（馬路村集会センターうまなび）

3月4日 馬路小学校お別れ遠足（村内）

3月18日 魚梁瀬小学校お別れ遠足（月見山）

3月25日 魚梁瀬保育所卒園式

3月 ゆずの森の桜

2月

3月




